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1.は じめに
本稿は,前 号の拙論 『近代博物館と古代に
おける博物館の前史』に続 き,近代西欧社会
での博物館の具体的な展開の様相を考察 しよ
うとするものである。
前編では近代博物館の成立について,大 英
博物館 とルーブル美術館の創設を通 して考え
てみたが,本 稿では,再度 これ らの近代博物
館群の創設期の社会を《視覚世界の変化》と
い う視角から検討 して,18～19世紀西欧社会
における博物館とその展示の意味を考えよう
とするものである。
2.西 欧における視覚世界の変化
本章では,多 木浩二の 『眼の隠喩』(青 土
社)を テキス トとして,視覚と視覚世界の変
化とその意味について検討 しておきたい。
西欧において,人 々にとって視覚世界が重
要 な意味を持つようになるまでには長い年月
がかか っている。確かに見ることは言葉より
先 にあった し,見ることによって事物を認識
す ることは古来より変 りはない。 しか しなが
ら,見 たもの,認 識 したものを視覚を通 じて
再生産 してゆ くことは,極 めて興味ある歴史
をたどっている。
中世においては,最重要な感覚は聴覚であ
り,視覚は触覚に次 ぐ第三の感覚だといわれ
ていた という。これが,ル ネッサ ンスを通 じ
ての遠近法の確立,活版印刷の登場,そ して
16世紀における顕微鏡 ・望遠鏡といった,そ
れまでの人間の視覚世界を機械的に著 しく拡
大する光学装置の発明などによって,視覚と
聴覚の位置の転換が行なわれたという。 こう
した,感 覚の逆転は19世紀に至って,種 々の
視覚装置,映 像装置の誕生によって固定化さ
(註1)
れ,今 日に及んでいるといえよう。
視覚による認識を再生産するために,見 え
るままの世界を描 く手段として遠近法が確立
されたのはルネッサンスにおいてである。遠
近法は1425年に建築家 フィリッポ ・ブレネ レ
スキが くただ 一つの視点から見られた世界
像〉を描 く幾何学的技術を発明 し,次いで,
これ を レオン・アルベルティが 『絵画論』
(1435年)の中で定式化 したものとされる。
見るものを単一の視点に固定し,世界はひと
つの消失点に収敵する連続的な空間として捉
えられる。そこでは,部 分は全て全体との調
和の中にしか存在 し得ない。このくただ一つ
の視点〉は,前代の多中心的な画面構造を全
く否定し去 ってしまうことになる。見えるま
まを描 くための技術が,こ こに至 って,も の
の見方を強制する,あ るいは,も のの見方の
モデルとして,あ る世界観を形づくってゆく
こととなる。〈ルネッサ ンスか らほとん ど19
世紀まで,「遠近法」 という 「眼」が西欧の
絵画,劇 場,都 市などを同質のテキス トに構
成 しつづけた〉と多木浩二は指摘する。
遠近法は絵画に発するが,16世紀中葉以後(u2)
数多 くの舞台装置としても駆使 される。パノ
ラマ ・ジオラマの世界へは,ほ とんどあと一
歩の ところまできているといってよい。
`
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絵画におけ る遠近法が確立 して
ゆ く同時代に カ メラ ・オ ブスキ ュ
ラとい うピンホール ・カメラが作
られてい る。 ピンホール ・カメラ
の原理は前4世 紀の ア リス トテ レ
スの記述に既 に存 在す るとい うが
カ メラ ・オ ブスキ ュラ を実用化 し
たのは,16世紀 イタ リアであ る。
このカ メラ ・オ ブスキ ュラの像
は,遠 近 法 と原理 的に よく一 致す
る。 このため写生 の補 助手 段 と し
て発達 し,例 えば17～18世紀の カ
ナ レッ ト,グ ァルデ ィ,フ ェル メ
ール といった画家 たちに よって使
用 された ことが 明 らか であ る。
遠近法 もカ メラ ・オ ブスキ ュラ
も世界を眼 に見 える通 り,そ っ く
りに描 こ うとす る ところか ら発す
るが,こ の 自 らを唯一 の視点 と主
張す る観念は,人
間の視覚を外化 さ
せ ることに もな っ
た。 この ことに よ
って,人 は見 る者
としての 自分を位
置 づけ,切 り取 っ
た世界 を所 有する
とい う意識 を生成
しは じめるこ とに
な る。
西欧 で人 口が規
則的に増加す るよ
うにな るのは18世
紀中ば以後 のこと
であ る。主因は農
業生産の増大,穀
物流通の円滑化に
よる経済的発展 と
安定に よる飢 謹の
克 服 とい って よい
?
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図1遠 近 法のための補助 器具 とその用法。デ ュー ラーの版画 よ り
図2ヴ ィセ ンt'アのテ ァ トロ ・オ
リン ピコの平面図及 び断面図
(16世紀)
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が,同 時 に近代科学 の進展 によ る防疫思 想や
その技術 の開発が途につ いていたこ とも見 逃
せ ない。18世紀後 半の世界 は,ガ リレオや ニ
ュー トンの科学思想 とイギ リスの経 験主 義哲
学 よ り発す る啓蒙思想 の時代 で もあ る。未 だ
ア ンシャ ン ・レジームの世界 ではあ るが,村
落 共同体や都市 のギル ドは解体 され つ つ あ
り,ブ ル ジ ョワジーが広範 に勃興 しつつ あ る
世 界であ る。人 々はキ リス ト教神学 の蛎 か ら
も自らを解 き放 ちつつ あ り,極 めて現世 的,
世 俗的な社会 を形成 しつつ あった。18世紀以
後 識字率が急速 に向上 した とい う。 これ まで
学 問や文化は,社 会の極 めて限定 的な階級の
いわぽ専有物 であ った が,そ れ らが大衆化へ
と向 う時代へ 急速に動 き出 してい ることを知
る。(遅 塚忠躬 『ヨー ロッパの革命 』講 談社
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図4最 初 に 図示 され た カ メ ラ ・オ プ ス キ ュ ラ1545年
はか)
こ うした社会的動向 の中核 となった ものは
新興 ブル ジ ョワジーを中心 とす る都市住民 で
あ る。 フランス革命が象徴す る如 く,人 間の
自由 と権利 と平等 を人類普遍 の原理 として宣
言 し,近 代市民社会を形成 した のは,ま さし
くこ うした人 々が中核 とな った とい える。彼
らは神学の輻,神 の摂理か ら,自 分 自身 ばか
りでな く,学 問 と文化 を も解 き放 ってゆ く。
前編 に も触れた如 く,各 種 の私的 な コ レク
シ ョン キ ャビネ ッ ト,ミ ューゼアム,カ
マーの急激 な進展 は,財 宝,ス テー タス シン
ボル としての コレクシ ョンとい う性格が強 い
ものであるが,コ レクシ ョンの進展 は同時に
科学 的な姿勢 を も生み 出 して くる。 すなわち
分類 ・整理 はなお未分 化なが らも,科 学 の体?
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図5ア タ ナ シ ウス ・キル ヒ ャ ーの カ メ ラ ・オ プ ス キ ュ ラ ー1646年
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●系的資料 と して整 備す るとい う観念 を生み,
一方,見 るため作品 と しての美術,芸 術作品
を生み 出 して くるのは こ うした背景 を もって
い る。
特に芸術作品 の成立に関 しては,先 述 の遠
近法の確立 による世界 の切 り取 りとその所有
とい う観念 と一体をな し,そ こに見 られ る主
題 も,宗 教画一色 とい って よか った中世 と際
立 った対照をなす。 ジ ョン ・パ ージャーが,
"WaysofSeeing"の中で執拗に追求 した
問題が ここにあ るといえ る。
誤解を恐れずに言
えば,絵 画は一方で
は芸術とい う衣をま
とって美術館に展示
され,作 品として見
られるものとな り,
一方では個人的な所
有物 となってゆく。
とりわけ後者では画
題 と内容の世俗化は
急激に進んでゆ くと
言えよう。こうした
状況をなによりも良
く反映 して い るの
が,ブ ルジョワジー
による絵画所有の流
行であ り,それゆえ
に,タ ブローの大き
さが,小形化 したと
さえいわれている。
こうした動向はい
わば世界の見え方,
切 り取 り方を大衆化
してゆ く こ とに な
る。同 じ時代に気球
が発明され,上 空か
らの鳥鰍の視線が登
場する。カメラ ・オ
ブスキュラは レンズ
を備 えた精巧 なものが作 られ るよ うに な り,
世俗的 な見世物 であ るパ ノラマ ・ジオ ラマの
絵画を描 くために無 くてはな らない器 具とな
ってい る。
写真 を発明 した タゲールは,最 初は パノラ
マ画家 であ った。パ ノラマは ロバ ー ト・パ ー
カーに よって作 り出 された ものだが,円 形の
建物の内壁に360度の視 野の風景が描かれ,
この中心か ら,そ の光景 を描いた人間 と同 じ
視点 を共有 しなが ら眺め るものであ る。 タゲ
ール は,こ のパ ノラマに改良 を加 え,画 面 の
覇
瀬
瀬6コ 口セ ウムの ロン ドンのパ ノラマ(19世紀)
27一
?
?
、?
?
?
i織
豊墓参謙
語 ㌃シ'
?
…
?
??
?
?
?
図7「 霧の廃虚』 と題 され たパ ノ ラマ用 の絵画,原 画は タゲールに よるもので,こ の版 はその銅版 画(19世紀)
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パ ーフォー ドのパ ノラマ断面図(19世紀)図8
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前に実物や実物大の模形を 配置 して立 体 化
し,さらにこれに照明の効果も加えてジオラ
マを発明 している。
タゲールによる写真の発明は,い わぽ18～
図9ジ オラマの照 明ICよる変化 上 は反射光tcよる昼最
下 は透過光 にょ る夜 景
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図10ロ ン ドンの ジオラマ … ウスの プラン(19t比紀)
19世紀のこうした新 しい視覚的体験の総仕上
げとでもいえよう。また,ま さに遠近法と遠
近法的認識に正確に照応 して,獲得 した遠近
法的な視界とその画像をそのまま定着させる
ことを実現 したものといえる。〈外部世界の
像が人間の想像的な干渉な しに自動的に形成
.され るとい うことは,こ れが初めてのことだ
った〉(アンドレ・パザン 『映画とは何か1』
小海永二訳,美 術出版社)。
写真は当時の 画家に 多大の影響を 与えた
が,一 方で,物理的な機械の眼と人間のそれ
との差異が次第に明らかにされてゆ く。この
点についての論考は多 くをあげることができ
る。 また,複 製技術 とい う観点か らの論考
も,ヴ ァルター ・ベンヤ ミンを は じめ と し
て,多 くをあげることができよう。だがここ
では,19世紀の新たな視覚体験としての重要
性だけをとりあえず注 目しておこう。
19世紀に至 って人類が獲得 した視覚体験は
実に 多様である。遠近法から始 まっ て,劇
場,カ メラ ・オブスキュラ,パ ノラマ,ジ オ
ラマ,写 真といった実例を見てきたが,それ
以上に重要なことはこうした新 しい視覚が,
都市を中心 とするジャーナ リズムによって,
また改良 されつつあった通信輸送手段によっ
て,極 めて短時間のうちに西欧各地へ拡散す
ることでもある。ジャーナ リズムが成立する
だけの土壌が生成 されているということは,
教育や識字率の問題 もさることながら,伝統
的な共同体的社会から,ほぼ今 日的な意味で
の都市社会,あ るいは市民社会というものが
出来上ってきつつあることの証左でもある。
このような社会においてこそ,パ ノラマ,
ジオラマなどの見世物 としての興行が支持さ
れ,維 持できたのであるといえる。産業博覧
会,万 国博覧会も同様である。服飾から家具
に至 るまでの各種の流行が社会の全体を通 じ
て認められることなども,同 じ社会的なコン
テクス トで考えることができる。これらを通
じて,市 民層の経済的伸長とその安定を知る
一29一
図11ワ イル ドのグ レー ト ・グ ロー ブ 上一外観 下一その断面(19世 紀)
ことができるし,それゆえにこそ,新 たな市
民層を中核とする文化が形成されたものとし
て考 えることができよう。
新たな視覚体験は,いずれ も遠近法から発
して,〈 「眼」の外化〉の方向を辿った。19
世紀に到達 した視覚世界はくもはや 「見る」
一30－
t
ことは,肉 眼でみること,知覚することを越
えて,何 かを読むことにほかならない し,そ
のときに用いる道具,あ るいは装置が 「眼」
の役割を果すようになった。つまり,視覚は
見る仕組みとしてとらえられ,そ れは理性的
なモデルになり,いったんモデルを介 して見
るとなれぽ,それはすべての物をも,見 る道
具に していくようになった〉と多木浩二は総
括する。
19世紀の社会では,今 日では明白に意識さ
れるに至っているく メディアの役割はたんに
情報を媒介するにない手ではなく,それ自体
の形式によって世界を変えていくもの〉 とい
う理解は,ま だ萌芽的に しか存在していない
が,新発明'新発見の相次ぐ当時の科学への
極めて楽天的な信頼の一方で,遠 近法の総決
算 ともいうべき状況が,新 たな意識 ・観念を
形成 しは じめていることには注意を しておき
(註3)
た い 。
3.視 覚世界の拡大と博物館
18世紀中頃の大英博物館の開館,同 世紀末
のルーブル美術館の創設は,近 代の科学精神
の在 り方が,国 家によって具体的に制度化さ
れたものといってよかろ う。そこでは,「 も
の」が,財宝あるいは趣味的な珍奇なものの
集積体としてのコレクションから変 して,芸
術作品 ・科学の体系的資料としての位置を獲
得 してゆく。そ して,視 覚世界との関わ りで
いえば,展示 という形式を確立 して 「もの」
の記号作用による新たな視覚体験を生み出 し
たといえる。その具体像については次稿で検
討するが,そ れに先だって,他の視覚経験と
の関係をみておきたい。
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図12ベ ル ・メルでの ロイヤル ・アカデ ミーの展示1771年
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大英博物館 やル ーブル 美術館の当時の展示
はいずれ も,今 日の展示技 術か ら見れば,資
料 ・作 品の羅 列 といえ るものであ る。 しか し
大方の観客 に とって,そ れ らは新鮮な視覚体
験 であ った ことは疑いない。 自 らの階層がい
わぽ勝 ち取 った ものと して,そ れ らは眺 め ら
れた にちがいな く,自 分達の世界を確実 に広
げ,か つ豊かにす る情報 と して歓迎 された も
の であろ う。
おそ ら く,こ の新たな視覚体験は18世紀 中
頃 か ら19世紀 を通 じて,驚 くば か りの多様 さ
を見せ た多 くの見世物 とあ る意味 で同根 に論
ず る ことがで きよ う。 リチ ャー ド ・オールテ
ックは18～19世紀 を中心に ロン ドンで興行 さ
れ た見 世物を集大成 して論 じている(Altick.
R.D."TheShowsofLondon"),ここに
は動物 か ら人 間にまでわた る種 々の特異才能
とで もい うべ き ものや奇形,蝋 人形,仕 掛け
時 計,機 械的 な発 明,水 芸,気 球,絵 画,幻
燈,パ ノ ラマ,ジ オ ラマな どの各種 の見せ物
や,諸 外国 の物産,民 族 とその文化な どを展
示 した興行的な博物館,動 ・水 ・植物園など
の各種施設が取 りあげられている。そ して,
それ らを通 じて,広 い市民層の観客を動員し
た様子が実に興味深く語 られている。観客の
大多数は,あ る意味では今日と全 く同様に,
単に楽しみとしてそれらを 眺め,呈 示 者 の
視線と世界の切 り取 り方を容認 して,自 らの
視角をもそれにいわば馴らしていったといえ
る。あるいは当時の大多数の観客にとっては
む しろ喜こんで,積 極的にそうした視覚を共
有 していったといった方が 妥当かも知 れ な
い。博物館,美 術館が こうした世俗的な興行
の類 と大きく一線を画するようになるのは,
どうやら19世紀も後半になってからのように
見られる。ここには,博 物館 ・美術館がいわ
ば世界を具体視させ,科 学 と文化の到達点を
「もの」によってほぼ完全に表現できるとす
るような,極 めて楽観的な観念,あ るいは博
物館信仰 とでもいうべ き思想の成長 と表裏を
な しなが ら,世俗性と縁を切 ってゆ くという
歴史が読みとれそうである。
図13サ マーセッ ト・ハ ウスでの ロイヤル ・アカデ ミーの展 示1787年
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'
■図14大 英博物館動物展示室 イースター月曜 日の混雑sり1845年
▼
■
図15ロ ン ドン塔の展示(19世 紀)
33
δ慰{鞠 …
菩 …'
』s 1
.晃ごγ
ら㌧
■
■
図16パ ンテオ ンでの気球 の展示1784年
・
▼
◆
図17マ デ ックランタン(幻 燈)映 写 されてい るのは ジョー ジIV世を皮肉 った内容 の絵 である(19世紀)
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しか しなが ら,一方では,産 業博覧会とい
う展示 という同一の形式をとる 「もの」によ
る意味作用の施設の登場のなかで,博 物館の
展示 も変化のきざしを見せるようになってゆ
く。今世紀に入っての博物館の教育性への再
(註4)
認識 と,そのための展示の世俗性の再獲得へ
の道は,19世紀中頃に発するものといっても
よかろう。
博物館の展示とい う新 しい視覚体験は,よ
り世俗的な社会での視覚世界の拡大の中で,
一つの位置は保ちながらも,時 々に獲得され
る新 しい視覚体験に追われながら,実際の展
示の仕方,つ まり,「もの」を記号として呈
示する世界の切 り取 り方を変化させていった
もの といえよう。そ うした 変化は,そ の ま
ま,遠近法から写真に至る過程で人々が獲得
した,あ るいは 「眼」の外化が必然的にもた
らした視線と視角へと,必従せざるを得なか
ったことの証明に他ならない。見ること,所
有することで始まった博物館展示 という形式
は,次 いで,単に所有 したものを見せるだけ
ではな く,「もの」による世界の復原を目指
さざるを得なくなっていったといえる。無論
のこと,そ うして復原 されようとした世界は
当時の人々の視線による世界観の表明に他な
らなかったといえる。
***
次稿では,いわぽこれまでの予備的な検討
に重ねなが ら,博物館と博覧会におけ る展示
技術の差異,博 物館の展示の具体的な変化を
追い,西欧近代博物館群の実態に迫るととも
に,近 代博物館 とその思想の外への一 西欧
世界以外への拡散について論 じ一編となすつ
もりである。
〔註〕
1)ロ ラ ン ・バ ル トの 各 種 の 著 作 を通 じて 論 じら
れ て い る と ころ で あ る。
この こ と とは 直 接 関 係 しな いが,バ ル トの
初 期 の 写 真 論 の 中 に,<写 真 の コ ノ テ ー シ ョ
ンが 言 語 の コ ノ テー シ ョ ンに 大 体 の と ころ で
は 一 致 す る。だ か ら『イ メ ー ジ の レ トリ ック」
に お い て,い ま は イ メ ー ジの 時 代 だ と いわ れ
る が そ れ ど ころ で な く,ま す ます 「エ ク リチ
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コスモ ラマの内部 と原理(19世 紀)
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ユール」の時代だと断言するようになる。〉
(多木浩二 『眼の隠喩』による)と いう興味
ある考えを見る。博物館における 「ことば」,
なかんず くパネルなどでの文字にっいて考察
するうえで気にとめてお くべき論点を多く含
むと思われる。
2)絵画の遠近法 もこれを発明したのが建築家で
あったことは記憶さるべきことで,建 築物を
具体的なイメージとして描くことから出発 し
ているのであろう。劇場での遠近法について
は,古く,ヴィトルヴィウスの劇場において,
遠近法的な処理がなされていたことが知られ
ているが,15世紀に,こ れが指標とされ,絵
画の遠近法と結びついて成立する。
16世紀のものでは,セ バスチアーノ ・セル
リオの 「遠近法 第二の書』(1545年)の図
やテア トロ・オリンピコなどの例があげられ
る。(高 山宏 『目の中の劇場』)
3)写真の登場以後の絵画史を見れば,セ ザンヌ
に始まるものの見方,見 え方,捉 え方の革新
以後,種 々の考えと実践例をあげることがで
きる。
4)い うまで もなく,その世俗性の内実は全 く次
元の異なるものであろう。 しか しながら,見
る側の論理からすれば,そ れらはある意味で
全 く同じことなのではなかろうか。
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